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弦本敏行・教授 副会長 日本古病理研究会 

弦本敏行・教授 編集委員 学術誌: Anatomical Science International 

岡本圭史・准教授 評議員会 日本解剖学会九州地方会 

佐伯和信・講師 評議員会 日本人類学会 

 解剖標本見学実習 長崎県立盲学校 

 解剖標本見学実習 長崎県消防学校 

 解剖標本見学実習 活水大学看護学部 

 解剖標本見学実習 長崎市医師会看護専門学校 

 解剖標本見学実習 佐世保市医師会看護専門学校 

 解剖標本見学実習 鹿島医師会鹿島看護高等専修学校 

 解剖標本見学実習 長崎医療技術専門学校 

 解剖標本見学実習 九州医学技術専門学校 

 国立科学博物館 『日本館常設展』 資料監修 
(西北九州地域および北部九州地域出土弥生人

骨, 2018.1.1-12.31) 

国立科学博物館 (東京) 

 吉野ヶ里歴史公園特別企画展 
『よみがえる邪馬台国 倭人伝の道Ⅵ～邪馬台

国と筑紫の王都「筑後」』資料貸出、展示監修
(2018.9.22-11.11) 

佐賀県教育委員会 

 沖縄県立博物館・美術館特別展 
『縄文と沖縄－火焔型土器のシンボリズムとヒ

スイの道』資料貸出 (2018.11.22-2019.1.20) 

沖縄県立博物館・美術館 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

弦本敏行・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
解剖前撮影CT画像を活用した肉眼解剖学的

研究の推進 

弦本敏行・教授 厚生労働省 分担 行政推進調査事業費補助金 
献体による効果的医療技術教育システムの

普及促進に関する研究 

岡本圭史・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
解剖前撮影CT画像を活用した肉眼解剖学的

研究の推進 

佐伯和信・講師 日本学術振興会 代表 
 

基盤研究(C) 
ミトコンドリア DNA からみた古墳時代ハヤ

トの系譜 

佐伯和信・講師 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
解剖前撮影CT画像を活用した肉眼解剖学的

研究の推進 

髙村敬子・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
解剖前撮影CT画像を活用した肉眼解剖学的

研究の推進 
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その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

岡本圭史・准教授 非常勤講師 長崎医療技術専門学校 

佐伯和信・講師 非常勤講師 長崎医療技術専門学校 

佐伯和信・講師 非常勤講師 九州医学技術専門学校 

髙村敬子・助教 非常勤講師 長崎医療技術専門学校 

 
○特筆すべき事項 
①当教室は、長年、形質人類学的研究を行う中で、縄文時代から近世まで合計 4000 体以上の古人骨資料を蒐集・保管

しており、他の研究機関にも活用されている。 
②平成 23 年より、法医学教室を主体とする「死因究明専門医育成センター」が設置され、AI 用 CT 装置の運用が開始

した。それに併せて、当教室においてもこのシステムを利用して取得した CT 画像を解剖学実習で供覧できるようハ

ード、ソフト面での環境を整え、先進的システムを取り入れた解剖学教育を実施している。 
③平成 31 年 1 月より当分野が中心となり「カダバーサージカルトレーニング (CST) 」の本格的運用を開始した。CST
は、若手医師が外科手技修練のために献体されたご遺体でトレーニングするもので、臨床各科が参加して行われてい

る。 


